	追悼の辞

このたび、具然錫氏、李延基氏、鄭英得氏及び趙龍文氏の御遺骨の御帰還に際し、謹んで追悼の言葉を申し上げます。

先の大戦では内外において、多数の方々が命を落とされましたが、その中で、多くの韓国出身の方々も犠牲となられました。絶ち難い望郷の念を抱きながら亡くなられた方々の心中を思い、さらには、愛する御家族を亡くされた御遺族の深い悲しみとこれまでの御苦労をお察しするとき、哀悼の念に耐えません。

日韓間の過去の歴史に関する日本政府の立場は、1998年の日韓共同宣言において表明されたとおりです。過去を直視し、日韓両国が相互理解と信頼に基づいた関係を発展させ、手を携えて世界の平和と繁栄に貢献していくことが、現在を生きる私達に課せられた務めです。

御遺骨の故国への御帰還が実現するに当り、故人及び御遺族の皆様に心からの哀悼の意を表し、追悼の言葉といたします。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外務副大臣　木村　仁
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2．両首脳は、日韓両国が21世紀の確固たる善隣友好協力関係を構築していくためには、両国が過去を直視し相互理解と信頼に基づいた関係を発展させていくことが重要であることにつき意見の一致をみた。

　小渕総理大臣は、今世紀の日韓両国関係を回顧し、我が国が過去の一時期韓国国民に対し植民地支配により多大の損害と苦痛を与えたという歴史的事実を謙虚に受けとめ、これに対し、痛切な反省と心からのお詫びを述べた。

　金大中大統領は、かかる小渕総理大臣の歴史認識の表明を真摯に受けとめ、これを評価すると同時に、両国が過去の不幸な歴史を乗り越えて和解と善隣友好協力に基づいた未来志向的な関係を発展させるためにお互いに努力することが時代の要請である旨表明した。

　また、両首脳は、両国国民、特に若い世代が歴史への認識を深めることが重要であることについて見解を共有し、そのために多くの関心と努力が払われる必要がある旨強調した。 

3．両首脳は、過去の長い歴史を通じて交流と協力を維持してきた日韓両国が、1965年の国交正常化以来、各分野で緊密な友好協力関係を発展させてきており、このような協力関係が相互の発展に寄与したことにつき認識を共にした。小渕総理大臣は、韓国がその国民のたゆまざる努力により、飛躍的な発展と民主化を達成し、繁栄し成熟した民主主義国家に成長したことに敬意を表した。金大中大統領は、戦後の日本の平和憲法の下での専守防衛及び非核三原則を始めとする安全保障政策並びに世界経済及び開発途上国に対する経済支援等、国際社会の平和と繁栄に対し日本が果たしてきた役割を高く評価した。両首脳は、日韓両国が、自由・民主主義、市場経済という普遍的理念に立脚した協力関係を、両国国民間の広範な交流と相互理解に基づいて今後更に発展させていくとの決意を表明した。 (以下　略)

日本国内閣総理大臣　小渕恵三 　　　　大韓民国大統領　金大中 


